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情報の非対称性＝「情報強者」による独占
かつてない規模の利用者の「時間」と「空間」の支配

巨大IT企業、プラットフォーマー

広告主の企業

データ・ブローカー

監視資本主義
Surveillance Capitalism

行動予測と監視広告

データ

秘密裏の抽出

データ・マイニング
マインド・ハッキング

ビッグデータの目的：
「予測」と「個別化」

①データの収集と集積
②相関関係やパターンの発見
③パターンをデータベースに
適用し登録者をプロファイリ
ング
④この結果を利用（広告、医
療等の研究開発）

心理学や脳科学とAIが結びつ
くことで私たちの心の中が予
測対象に（＝サイコグラ
フィック）

≒アテンションエコノミー（関心経済）

経済価値を持つ
交換財として取引

監視資本主義と民主主義・デジタル植民地のの課題 内田聖子

E-コマース

メディア、
エンターテイ
ンメント

流通・販売
ヘルスケア

家事サービス

デバイスおよび
サービス

技術の開発・研究

クラウド技術およ
びサービス

ロジスティクス
（ロボット技術含
む）

自社ブランド（衣
類、日用品等）

買収と合併、ロビイ活動による肥大化

ビッグテック上位5社の米連邦ロビイ費用ー6150万ドル（89億円）

Meta、Alphabet、Microsoft、ByteDance、X、Snap
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民主主義の課題

 AI／アルゴリズムを使ったプロファイリング、ターゲティング等による人々の「部族化」
→特定の政治傾向の過激化・極端化。他者の見解に晒されること、多様な意見を知って考えるこ
と、異なる意見を聴く寛容性がますます困難に（フィルターバブル、エコーチェンバー…）

 偽情報／ディープフェイクなどの生成と氾濫
→アテンションエコノミーでは「退屈な真実」より認知を刺激する偽情報がより拡散する

 今ある差別や偏見、格差が技術によって強化・再生産される。人権侵害や被害が多発

憲法13条：「個人の尊重」原理
すべて国民は、個人として尊重される。生命、自由及び幸
福追求に対する国民の権利については、公共の福祉に反し
ない限り、立法その他の国政の上で、最大の尊重を必要と
する。

【この原理を構成する４つの層】
❶人間の尊厳
❷集団的拘束からの個人の解放
❸個人の自己決定（自律）の尊重
❹多様性の尊重

①「個人の自己決定可能性」「意思決定の自由」
②プライバシー権／自己情報コントロール権の必要性

第１４条 すべて国民は、法の下に平等であつて、人種、信条、性別、
社会的身分又は門地により、政治的、経済的又は社会的関係におい
て、差別されない。

何が脅かされているのかー憲法概念からの視点

40代 男性
〇〇在住
職業〇〇
年収〇〇・・・

日本経済新聞 2023年5月3日

改憲議論ではなく、①憲法に基づく理念の言語化（権利章典、宣
言など）、②個別法の立法、②憲法に明文化されていない原理や
権利を憲法で保障されるものとして解釈上に明確に位置付ける
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国際的に広がる規制の取り組みと
包括的な法的枠組みとしてのデジタル立憲主義

デジタル立憲主義

より包括的な法制度とし
てのアプローチ

選挙におけるSNS規制
・公職選挙法 AIによるディープ

フェイク対策
・児童ポルノ法等

オンライン消費者
保護
・取引デジタルプ
ラットフォーム消費
者保護法等

https://digitalconstitutionalism.org/

国家だけを統制の対象とする近
代立憲主義には限界があり、巨大
プラットフォーマーのような私的
アクターにも統制を及ぼすべきだ
という議論が、欧州の研究者を中
心に生まれている。

物理的なインフラと労働力が支えるデジタル社会
海底ケーブル、データセンター、鉱物資源の採掘問題、労働の搾取

https://www.datacenterjournal.com/data-centers/ireland/
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「あらゆるレベルにおいて、現代のテクノロジーは人間の肉体の搾取に深く根ざし、その
上で動いている」 ケイト・クロフォード、ヴラドラン・ジョラー（『AIシステムの解剖学』、未邦訳）

Amazon Echo* 1台を構成するための
人的労働、データ依存性、そして物的資源

電子部品を製造するために必要な鉱物の採掘から始まり、
作業に必要な重労働（時には児童労働）、部品の精製、組
み立て、配送、物理的な輸送、さらにインターネットのイン
フラストラクチャまで

AIシステムにおける労働の可視化ーパワーシフトのために

求められる思想の枠組み
デジタル植民地主義／データフェミニズム／
気候正義／インターセクショナリズム

*パーソナルAIアシスタントAlexaを搭載したスマートスピーカー

Democracy Can Still End Big Tech's Dominance Over Our Lives
ビッグ・テックによる私たちの生命の支配を終わらせることが

できるのは、やはり民主主義である(ショシャナ・ズボフ）

規制と立法、訴訟→デジタル立憲主義と権利の拡充

 集団行動: 当事者が声をあげる

 技術の民主化: 透明性、説明可能な技術、管理の権利

 倫理的な技術：研究者・技術者の育成

 デジタル植民地主義への抵抗

 パワーシフト

『デジタル・デモクラシー ビッグテックに対抗するグローバル市民社会』
月刊『地平』連載 「テック・ジャスティス」（2025年7月号～）


